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7 月1 日

「学びピア21 」

オープン! !
7
月
1
日
、
生
涯
学
習
総
合
施
設
『
学
び
ピ
ア
2
1
』

が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
中
央
図
書

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
教

育
研
究
所
(
研
修
機
能
)
、
放
送
大
学
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
(
1
0月
移
転
予
定
)
な
ど
、
区
の
生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る
各
施
設
が
設
置
さ
れ

ま
す
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
開
催

『学
び
ピ
ア
趾
四
オ
ー
プ
ン
を
‘
記

念
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
問
催
し
ま
す
。あ

だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
表
紙
の
「足

冫
6
0
妣
(
1
2
年
3
月
I
H
り
で
終
r
ご

の
作
桴
で
あ
る
水
沢
ま
こ
と
氏
の
講
演

会
や
腐
山
艇
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
介
。内
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
「
。日
時
u
7
川
1

日
巾
・
2
卜
皿

卮
叫
展
は
9
日
ま
で

開
催
」、T
前
9
時
I
午
後
6
時

場

所
n
学
び
ピ
ア
2
1
内
容
―
表
―

問

先
n
心
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

永
沢
ま
こ
と
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
足
立
を
旅
す
る
楽
し
さ
」

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
衣
紙

で
お
馴
染
み
心
「
足
冫
6
0
景
」
が
3
U

で
完
結
し
た
の
を
記
念
し
、
ま
た
學

び
ピ
ア
2
1
の
問
館
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

永
沢
ま
こ
と
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
す
。日
時
n
7
U
I
口
内
午

後
1
時
～
2
時
3
0
分
楊
所
n
学
び
ビ

ア
2
1
内
容
u
足
y
を
旅
す
る
楽
し
さ

定
員
l
刋
人
(
抽
選
)
費
用
u
無
料

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

心
臨
昏
‥り
、
汞

沢
ま
こ
と
ト
ー
タ
シ

ョ
ー
希
尽

と
明
紀

期
限
H
6
U
2
0

卜
必
着

申
・
問
先
―
広
報
係

〒

圃
・
8
5
1
0

中
火
本
町
I
・ニ
フ
・
I

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

永
沢
ま
こ
と
氏
談

8
年
に
わ
た
っ
て
足
立
の
隅
か
ら
隅

ま
で
歩
き
「足
立
6
0
景
」を
つ
い
に
完

成
さ
せ
ま
し
た
。巾
囗
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

だ
れ
に
で
も
で
き
る
「
足
し
ス
ケ
ッ
チ
」

心
コ
ツ
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
楽
し
く

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
概
要

束
京
都
住
七
供
給
公
社
と
の
合
築
に

よ
る
複
介
施
設
で
す

。

所
在
地
u
f
住
【
a
-
-
1
3
5
{
旧
1
-
心

旭
小
学
校
跡
地
}
構
造
u
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リー
ト
造
り
、
地
L
2
1
階
・
地

ド
2
階
施
設
区
分
n
マ
K
施
設
・
:
地

1
。
-
-
階～
7
附
・
地
ド
ー
階
、
一
万
8

L
吻
。
m
ワ
心
以
部
住
宅
供
給
公
社
…

地
卜
8
階
～
2
1
階
・
地
ド
2
附
、1
万

3
L
…
…
㎡

表1　 学 びピ ア21オープ ニングイベント( 予定)

学びピア21

についての

くわしい内容は

4・5面を

ご覧ください

▲ 虹の広場から見た「学びピア21」

区長へのファクス

FAX 3880- 5678

「区民の声」を
お待ちして
います

投
票
で

あ
な
た
が
創
る

新
世
紀

衆

議

院

議

員

選

挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
　
6
月
2
5
日
(
日
)
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

(
5
面
に
つ
づ
く
)

足立区議会
議長・副議長決まる

5j j 2511に足り( 議会臨畤会が開か

れ、劃 沁 中島リ3議1卜 印||民i モ党j 、

剛硫長に前野和男議1い 公明党1 が選川

されました

中島勇議長前野和男副議長

区

政
最
前
線

足
立
区
も
昨
年
人
目
に
占
め
る
心
四
船

片
の
割
(
‥
が
H
%

を
越
え
‥
M齢
社
会
の

仲
尚
人
り
を
し
ま
し
た
。

と
か
く
‥‥四
齢
社
会
と

び
つ
と

「
暗

い

」
イ
メ
ー

ジ
が
っ
き
ま
と
い
、
区
民

の
皆
さ
ん
は
、
将
柬
へ
の
漠
然
と
し
た

不
安
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。、

K
の
匪
論
訓
介
で
も
区
が
実
施
し
て

欲
し

い
施
策
と
し
て
1
7
年
連
続
「
高
齢

者
福
祉
」
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
鳥
齢
社
会
と
は
人
問
が
長
生

き
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ

と
は
非
祐
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
前
提
と
し
て

鯉
康
で
い
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
健
峡
で
長
生
き
す
る
に
は
医
療

や
杣
祉
り
面
で
の
充
実
が
必
要
で
す

が
、
い
き
が
い
や
目
標
を
も
っ
て
こ
つ

こ
つ
と
学
ん
で
い
く
、
心
涯
続
け
る
学
T
-

も
必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す

区
で
は
、
以
前
か
ら
「
学
び
あ
う
ま

ち
」
足
y
を
川
標
に
区
民
の
学
習
の
支

技
を
火
施
し
て
ま
い
り
ま
し
べ

そ
の

生
涯
学
習
の
災
人
成
と
し
て
、
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
中
心
施
設
と
し

て
7

月
―
囗
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

と
中
火
国
占
館
、
放
送
人
乍
な
ど
を
収

り
込
ん
だ

「
学
び
ピ
ア
2
1
」
を
オ
ー

ブ

ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

K
民
の
皆
さ
ん
が
生
汎
学
習
の
施
設

と
し
て
ご
利
川
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
y
l
の
中
心
施
・
設
と

し
て
も
そ
の
機
能
を
鮫
人
限
に
罷
抑

し
、
f
ど
も
か
ら
め
齢
心
力
ま
で
の
学

刊
心
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
区
民
の
皆
さ
ん

が
、
よ
り
元
気
で
健
康
で
生
き
生
き
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

学
肖
の
成
米
が
地
域
に
還
元
で
き
る
よ

う
に
、
さ
ら
に
「
学
び
ピ
ア
2
1
」
が
柚

報
い
発
U
の
拠
-
‥
一
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

区
長

鈴
木
恒
年

「第22回　足立の花火大会」は8 月24日(木)開催です
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

高
齢
者
の
方
の
医
療
助
成

□
(
福
)
医
療
証
を
6
月
末
に
お
送
り
し
ま

す(
福
)
医
療
証
が
7
月
I
H
で
切
り
替
わ

り
ま
す
。
現
在
秡
医
療
助
成
を
受
け
て

い
て
、7
月
1
H
以
降
も
該
肖
す
る
方

に
は
、6
月
末
に
新
し
い
医
療
証
を
郵

送
し
ま
す
。H
年
中
の
所
得
が
基
準
を

超
え
た
方
に
は
、
消
滅
辿
知
を
郵
送
し

ま
す
。
届
か
な
い
な
ど
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
回
の
躱
医
療
証
の
有
効

期
限
は
、1
3年
6
月
3
0
Hま
た
は
7
0歳

の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

□
老
人
医
療
制
度

7
0
歳
以
上
の
方
は
、皆
さ
ん
が
老
人

医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た
、一

定
の
障
害
を
お
持
ち
で
、6
5
歳
以
匕
の

方
も
申
請
に
よ
り
、老
人
医
療
(
障
害

認
定
)
の
対
象
と
な
り
ま
す
。資

定
の
障
害
と
は
、身
体
障
害
者
手
帳
―
～

3
級
(
4
級
の
。部
を
含
む
)
愛
の

f
恨
―
～
2
度
、精
神
障
害
肴
保
健
福

祉
f
恨
1
～
2
級
、国
民
年
金
障
害
年

金
―
～
2
級
、
老
人
性
痴
ほ
う
症
に
よ

る
認
定
を
受
け
た
方
な
ど
で
す

な
お
、
退
職
者
医
療
制
度
を
受
け
て

い
る
力
が
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

と
、
。般
医
療
保
険
に
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
章
ぐ
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
l
尚
齢
医
療
係

保
育
園
児
募
集

両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど

の
理
山
に
よ
I
乳
幼
児
の
傑
青
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
児
童
福
祉
課
で
は

随
時
保
育
園
人
園
の
相
談
・
中
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
傑

育
園
、
年
船
に
よ
り
窄
き
の
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
l
児
酘

桐
祉
誄
人
闘
事
務
係

(
親
)
(
乳
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

□
自
己
負
担
金
の
還
付

都
外
(
ク
リ
ー
ム
色
の
t
医
療
証
は

区
外
)
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
り
、

医
療
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
と
き
は
、

必
ず
領
収
書
(
保
除
点
数
・
受
診
者
氏

名
・
自
己
負
担
金
額
・
診
療
年
月
日
・

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
る
も
の
)
を

受
け
収
っ
て
く
だ
さ
い
。

奈
院
外
薬

局
な
ど
の
レ
シ
ー
ト
の
鳩
介
、
保
険
点

数
・
受
診
者
氏
名
を
必
ず
記
人
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
n
領
収
跨
ご

印
鑑
/
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
以
外
)
ノ
騅
t
医
療
証
/
健
康
保

険
証
を
窓
口
に
持
参

□
保
険
証
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き

変
更
の
手
続
き
が
必
変
で
す
。
新
し

い
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
夥
卯
医
療
証

を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

郵
送
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
・
問

先
n
児
童
医
療
係

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
省
主
催
に
よ
る
、1
2年
度
慰
雀

巡
拝
(
墓
参
)
は
、
旧
ソ
連
、
中
国
(

東
北
地
区
)
、
ト
ラ
ッ
ク
諦
島
、
束
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
イ

リ
ピ
ン
、
硫
賞
島
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
施
地
城
一
時
期
、
参
加
巾
込
資

格
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
n
民
生
係

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
1
2日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
問
題
(
部
落
問
題
)
と
は

被
差
別
部
落
の
起
源
に
っ
い
て
は
、

「人
種
起
源
説
(
鳬
民
族
起
源
腕
了
:

先
机
が
渡
来
人
で
あ
る
と
い
う
考
え

方
)
、
「職
業
起
源
脱
・
・
・
「賤
業
」と
さ

れ
た
職
業
に
従
嘔
し
て
い
た
と
い
i
考

え
方
」
、
「宗
教
起
源
説
(
一
向
一
揆
起

源
説
)
・
:
権
力
者
に
対
し
て
最
後
ま
で

抵
抗
し
た
一
向
・
揆
参
加
者
を
こ
ら
し

め
る
た
め
と

い
う
考
え
方
」
な
ど
の
渚

説
が
あ
り
ま
し
た

。

し
か
し

、
昭
和
4
0
年
の
同
和
対
策
審

議
会
答
巾
に
お
い
て

、
『
同
和
地
K

は
、

中
世
末
期
な

い
し
は
近
世
初
期
に
お
い

て

、
封
建
社
会
の
政
治
的
、
経
済
的

、

社
会
的
諸
条
件
に
規
制
せ
ら
れ

、

。
定

地
城
に
定
4
し
て
居
住
す
る
こ
と
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
」
と
述
べ

て

い
ま
す
(
「
政
治
起
源
説
・・・
身
分
制

度
に
起
閃
す
る
考
え
方
」)
。

現
在

、
研
究
行
の
問
で
は
、
被
差
別

部
落
の
成
を
に
当
た
っ
て
の
権
力
の
関

り
の
程
度
や
、
制
度
化
さ
れ
た
時
期
に

つ
い
て
の
論
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す

。ど
の
よ
う
な
人
々
が
被
差
別
部
落
に

組
み
込
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
研
究

の
途
L

で

、
現
在
ま
で
の
研
究
で
は

、

中
欧
末
期
の
被
差
別
民
を
含
む
様
々
な

階
層
の
人
々
の

。部
が
組
み
込
ま
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
吋
和
対

策
へ

児
童
手
当
の
年
齢
拡
大
(
義
務
教
育

就
学
前
)
に
伴
う
手
続
き
を

日
時
1
6
月
2
2
日
～
7
月
4
凵
(
E
・

日
曜
を
含
む
)
、午
前
9
時
～
午
後
4

時
場
所
U
区
役
所
函
館
1
3
階
大
会
譲

室
B
※
福
祉
嘔
務
所
(
表
I
)
で
も

受
け
付
け
し
ま
す
(
上
・
日
曜
を
除
く
)

対
象
U
6
月
I
H
現
在
で
、平
成
6
年

4
月
2
日
～
9
年
5
月
丿
日
生
ま
れ
の

児
瞋

※
期
間
巾
に
手
続
き
で
き
な
い

方
は
、9
月
3
0日
ま
で
に
申
騎
を
す
れ

ば
6
月
分
ま
で
(
7
月
以
降
支
給
対
象

に
な
っ
た
場
介
は
そ
の
月
分
ま
で
)
さ

か
の
ぼ
っ
て
手
肖
が
支
給
さ
れ
ま
す

問
先
―
児
童
手
当
係

(
3
8
8
0
)
5
2
1
7
(
直
通
)

補
装
具
の
自
己
負
担
分

助
成
制
度
が
廃
止
に
な
り
ま
す

7
月
1
日
か
ら
袖
装
具
の
自
d
負
批

分
助
成
制
度
が
廃
i
と
な
り
ま
す
。な

お
、4
月
～
6
月
ま
で
の
申
請
分
は
従

来
ど
お
り
助
成
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
先
U
福
祉
事
務
所

問
先
U
障
害
給

付
係
ま
た
は
福
祉
嘔
務
所
(
衣
―
)

表1　 福祉事務所一覧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

日
程
u
7
月
8
日
1
1
0
月
1
2
日
の
う
ち

約
2
0日
閥
(
昼
間
)
　
対
象
u
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方

お
よ
び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
'
　
%習

期
間
中
全
日
を
通
し
て
受
講
で
き
る
K

内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
u
5
0
人
(

抽
・選
)

費
用
u
1
万
7
千
沺
円

申

込
n
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
職
業
、
電
話
番
陟
、生
年
月
川
、

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希

望
」
と
明
記

※
重
枚
応
募
お
よ
び
往

復
(
ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無
効

期

限
u
6
月
2
0
日
必
着
公
開
抽
選
n
6

月
2
2日
、
午
前
扣
時
(
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
関
原
)
　
※
出
席
の
義
務
は

な
し
。
結
米
は
令
八
に
通
知

場
・
申

先
―
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原
　

〒
m一
・
〇
8
5
2
関
原
2
-
1
0↑
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
l
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

※
今
後
の
講
習
予
定
は
衣
2
の
と
お
り
。

掲
繊
f
定
の
「
あ
だ
ち
広
報
」
を
ご
覧

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
(
日

程
等
は
変
史
に
な
る
場
合
あ
り
)

表2　 ホームヘルパー養成講習募集予定一覧

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

福
祉
作
業
所
通
所
者
募
集

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談

□
福
祉
作
業
所
通
所
者
募
集

入
所
時
期
U
1
0
月
以
陣
申
込
期
間
U

6
月
1
2
日
～
2
3
H
対
象
1
般
の
職

場
で
の
就
労
が
困
愀
な
1
8
歳
以
匕
の
知

的
障
害
者
内
容
U
作
業
・
生
活
指
導

を
行
い
な
が
ら
一
般
企
業
へ
の
就
労
と

自
皀
を
支
援
し
ま
す

定
員
U
若
千
名

申
先
S
管
轄
の
福
祉
嘔
務
所
(
表
1
)

□
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
嘔
故
、
難
病
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ビ
リ
訓
練
を

希
望
す
る
方
に
次
の
よ
う
な
糾
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
u
1
5歳
以
ヒ
6
5

歳
未
満
で
、
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
K

民

訓
練
内
容
n
ま
ひ
の
あ
る
f
足

だ
け
で
な
く
身
体
全
体
の
機
能
を
最
人

限
に
生
か
す
リ
(
ビ
リ
訓
練

き
槧
の

不
自
由
な
方
の
た
め
の
a
語
訓
練
よ・再

発
防
止
の
た
め
の
健
康
管
理
。家
事
・

眤
衣
・
人
浴
な
ど
の
助
作
訓
練

補
装

輿
・
自
助
輿
な
ど
の
紹
介
や
作
製

外

出
訓
練
や
交
通
機
関
利
川
訓
練
f

芸
・
陶
芸
な
ど
趣
味
開
拓

就
労
に
向

け
て
の
援
助

※
送
迎
バ
ス
も
利
用
で

き
ま
す

申
先
n
問
先
へ

□
専
門
相
談

理
学
療
法
L
、作
業
療
法
L
、言
語

聴
覚
L

、
石
護
婦
等
の
専
門
職
員
が

様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
対
象

―
脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
な
ど
で
障
害

を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
そ
の
家
族

相

鱗
内
容
―
身
体
機
能
に
関
す
る
相
酸

/
言
語
機
能
、聴
党
機
能
に
関
す
る
相
談
　

補
装
具

、
自
助
輿
に
関
す
る
相
談
　

福
祉
川
具
に
関
す
る
相
談

匙
路
・
就

労
に
関
す
る
相
談
な
ど

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
―
▽
国
道
4
り
線
の
束
仰
お
よ
び
千

住
地
区
の
万
…
束
部
障
害
福
祉
総
介

セ
ン
タ
ー
四
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

マ
凶
道
4
廿
線
の
西
側
お
よ
び
宮
城
・

小
台
・
新
川
地
K
の
方
・
-
・
内
肢
隘
杣

沚
総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
3
)
0
6
3
2

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

障
害
を
持
つ
方
と
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。日
時
U
6
月
2
2
・

2
3
2
7
・
3
0
日
、7
月
3
・
4
・
5
・

6
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分
ま

た
は
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内

容
U
躯
い
す
の
力
と
散
歩

窿
楽
、
陶

芸
活
動
7
軽
作
業

地
城
の
公
園
清

掃
/
織
物
マ
ッ
ト
の
仕
匕
げ
な
ど

※

く
わ
し
く
は
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い

定
員
―
各
日
2
～
5
人

場
・
申
・

問
先
U
束
部
障
害
福
祉
総
介
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

10月利用分から宿泊施設の料金が変わります

※ 1…うち食事料2, 000円　※ 2‥ ・う5食事料1, 000円

□ 訂正とおわび あだち広報5月25日号、2ページ表1の電話番号に誤りがありました。正しくは次のとおりです。
新川住区センター　　3912―3421　興本住区センター　　3889―0388
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中
途
視
覚
障
害
者
短
期
教
室

疾
病
や
事
故
な
ど
に
よ
り
目
が
不
自

由
に
な
ら
れ
た
方
で
、
様
々
な
理
由
で

訓
練
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
壑
以
祁
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
協
力
を
得
て
、
短
期
(
3
日
間
)

教
室
を
行
い
ま
す
。日
々
の
生
活
の
中

で
抱
え
て
い
る
様
々
な
悩
み
や
や
安
に

こ
た
え
る
と
と
も
に
、
柵
祉
川
具
の
紹

介
や
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す
。な
お
、1
2

月
ご
ろ
に
は
中
途
聴
覚
障
害
者
向
け

の
教
案
も
F
定
し
て
い
ま
す
。

日

時
H
6
月
2
6
日
～
2
8
日
、午
後
1
時
～

4
時
※
I
叫
の
み
の
参
加
も
可
場

所
u
K
役
所
対
象
u
区
内
在
住
で
、

疾
病
や
事
故
な
ど
で
目
が
不
自
巾
に
な

ら
れ
た
方
お
よ
び
関
係
者
※
付
き
添

い
の
方
も
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

定
員
u
1
0
人
程
度
(
抽
選
)
　
賢
用
u

無
料
申
込
u
電
話
期
限
u
6
月
2
1

日

申
・
問
先
H

東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

介
護
保
険
が
適
用
に
な
る

福
祉
用
具
に
つ
い
て

介
護
保
険
で
は
、
認
定
を
受
け
た
方

が
柵
祉
川
具
を
利
用
す
る
場
合
の
品
目

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
貸
与
で
利
用

で
き
る
物
、
購
人
が
で
き
る
物
と
2
通

り
あ
り
ま
す
。

□
貸
与
で
利
用
で
き
る
物
品

貸
7
物
品
に
つ
い
て
は
認
定
さ
れ
た

要
介
護
皮
ご
と
の
区
分
支
給
限
度
叙
の

範
囲
内
で
貸
与
を
受
け
、
費
用
の
I
割

を
支
払
い
ま
す

。
対
象
と
な
る
の
は
、

申
い
す
・
車
い
す
付
属
柚
・
特
殊
寝

台
・
特
殊
寝
台
付
属
品
・
じ
ょ
く
そ
う

予
防
用
具
・
体
位
変
換
器
・
手
す
り
・

ス
ロ
ー
プ
・
歩
行
略
い
J

行
補
助
つ

え
・
痴
ほ
う
性
老
人
徘
徊
感
知
機
器
・

移
動
川
リ
フ
ト
(
つ
り
具
の
部
分
を
除

く
)
以
上
1
2種
目
で
す
。

□
購
入
す
る
物
品

福
祉
用
具
購
人
費
の
対
象
と
な
る
川

具
に
っ
い
て
は
、
要
介
護
度
ご
と
の
区

分
支
給
限
度
額
以
外
に
、1
年
間
に
1
0

万
円
を
限
度
と
し
て
保
険
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
購
人
時
に
一
度
全
額
を
自
分

で
支
払
い
、
領
収
政
を
添
え
て
区
に
申

騎
す
る
と
後
か
ら
9
割
分
が
返
っ
て
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
腰
掛
便

座
・
特
殊
尿
器
・
人
浴
補
助
用
具
・
簡

易
浴
槽
・
移
動
川
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の

部
分
以
L
5
種
目
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
U
介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
い
な
い
犬
の
飼
い
t
の
方
は
、6
月

中
に
お
近
く
の
動
物
病
院
等
で
必
ず
受

け
、
注
射
済
票
の
交
付
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
け

れ
ど
ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、
登

録
f
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申

先
U
傑
健
所
、
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(

表
3
)
、
各
区
民
事
務
所

問
先
H
足

を
保
健
所
K
薬
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
2
(
直
通
)

表3　 保健総合センター一覧

食
と
健
康
教
室
「
適
塩
生
活
」

健
康
な
2
1
肚
紀
を
目
指
し
て
ヘ
ル
シ

ー
な
食
習
慣
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
6
月
2
0
日
㈹
シ
月
4
H
㈹
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
2
日
制
)

内
容
等
n
1

日
月
・・・
手
早
ぐ
・
お
い
し

く
・
ヘ
ル
シ
ー
に
(

小
皿

、
は
し

、
ご

飯
茶
わ
ん
を
持
参
)
/
2

日
日
・・・
自
ら

知
ろ
う
我
が
家
の
塩
分
と
自
分
の
食
生

活
バ
ラ
ン
ス
(
み
そ
汁
の
汁
の
み
3
0
～

5
0
浦
を
持
参
)
　
定
員
u
2
5
人
(
先

着
順
)
　
費
用
s
無
料
申
込
n
電
話

場
・
申
・
問
先
u
t
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

防
ご
う
!
糖
尿
病

目
や
腎
臓
な
ど
体
の
大
事
な
所
に
合

併
症
を
起
こ
す
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
せ

ん
か
。
日
時
H
7
月
5
日
Ⅲ
ら
一
日

圃
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
2

日
制
)
　

対
象
n
経
過
観
察
中
の
方
、

肥
満
度
の
鳥
い
方
、
糖
尿
病
の
治
療
中

で
な
い
方

内
容
―
糖
尿
病
と
は
/
あ

な
た
の
食
事
は
、
大
丈
夫
?
/
運
動
に

つ
い
て
/
歯
周
病
と
糖
尿
病

定
員
―

4
0人
(
先
着
順
)
　
費
用
U
無
料

申

込
U
電
話

鳩
・
申
・
問
先
U
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

第
2
回
口
腔
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

「
軽
い
嚥
下
障
害
の
見
つ
け
方
」

高
齢
者
の
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
や

歯
と
口
の
健
康
座
談
会
な
ど
を
と
お
し

て
口
腔
ケ
ア
の
必
要
な
方
へ
の
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。日
時
n
6
月
2
2
日
Ⅲ
、午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
対
象
―
区
内
在

住
・
在
勤
で
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
の
方
、
ヘ
ル
パ
ー
、
高
齢
者
施
設

職
員
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ

ッ
フ
な
ど

講
師
u
小
倉
草
氏
(
葛
飾

保
健
所
歯
科
医
師
)
　
定
員
u
3
0人
(

先
着
順
)
　
費
用
―
無
料

申
込
―

電
話

場
・
申
・
問
先
n
干
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

す
み
れ
会
(
リ
ウ
マ
チ
患
者
会
)
会
員
募
集

同
じ
病
気
を
持
つ
仲
間
で
、
検
査
や

治
療
・
生
活
の
こ
と
な
ど
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
情
報
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
H
リ
ウ
マ
チ
の
方
と
そ
の
家
族

申
込
u
電
話

場
・
申
・
問
先
n
江
北

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

退
治
し
よ
う

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
毎
年
6

月
と
8
月
に
発
生
し
、
樹
木
に
被
害
を

も
た
ら
す
害
虫
で
す
。
越
冬
し
た
サ
ナ

ギ
が
自
い
小
さ
な
ガ
に
な
っ
て
産
卵

し
、6
月
中
旬
に
卵
が
か
え
り
ま
す
。

幼
虫
(
毛
虫
)
↓
サ
ナ
ギ
↓
成
虫
(
が
)

↓
産
卵
↓
幼
虫
と
な
り
、8
月
に
2
回

目
の
被
害
が
で
ま
す
。6
月
に
完
全
に

退
治
す
れ
ば
、8
月
に
は
ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
い
の
で
、
叺
め
の
手
当
が
大
切

で
す
。

□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
柴
の
裏

側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
巣
を
つ
く
り
ま

す
。
始
め
は
、
葉
の
表
皮
だ
け
を
残
し

て
食
べ
る
の
で
、
葉
が
透
け
て
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
巣
の
う
ち
に
駆
除

す
る
の
が
、
最
む
効
果
が
あ
る
方
法
で

す
。
好
ん
で
卵
を
産
み
付
け
る
プ
ラ
タ

ナ
ス
、
カ
キ
、
サ
ク
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど

を
お
持
ち
の
方
は
、
特
に
注
意
し
て
葉

の
裏
の
状
態
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
ぐ
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を
切

っ
て
、
す
ぐ
に
踏
み
っ
ぶ
し
て
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一
斉

に
発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
地
域
で
一

斉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
家

庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
っ
い
て
は
、
所

有
者
に
駆
除
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。
高

さ
が
5
m
以
上
も
あ
る
樹
木
、
所
有
者

不
明
の
樹
木
な
ど
、
駆
除
が
困
雛
な
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
学

校
、
公
園
、
街
路
樹
に
つ
い
て
は
、
各

管
理
者
が
駆
除
し
ま
す
。
な
お
、
地
域

で
駆
除
す
る
方
の
た
め
に
、
各
区
民
事

務
所
に
薬
剤
と
動
力
喰
霧
機
を
配
備

し
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
U
衛
生
管
理
係

ワンポイント健康術
【自分のからだのゆがみ、わかりますか?～腰部編～】

今回は腰部の ゆがみの矯正法です。我々人間に多い腰痛症は、か
らだのゆがみによることが多いのではないのでしょうか。なんとな
く1瓔が重い、という人はぜひチャレンジしてみましょう。

□ 腰部( 腰つい側届) のチェック
①仰向けになり、両手を真横に
伸ばして両足をそろえます。

②両足を浮かさず左右に動かし、
動きづらい方を確認します。

↓

動 きづ ら い ほう は どち らで すか 。 右側?yi 弖惻?

□ 矯正の仕方
<右側に動きづらい場合※ カッコ内は左側に動きづらい場介>
①右( 左) 側の足をh にして横向きに寝ます。
②左( 右)足を後ろに引き、右( 左)足のひざ( つま先) を前に向けた
まま足を鳥くj l げます。

③3～5秒保った後、力を抜いて足を落とし、これを2～3呼吸お
いて2～3回繰り返します。

□ 腰部( 腰つい回旋) のチェック
①両手を真。|こに伸ばして仰向け
になり、両足をそろえてひざ
を立てます。

②両ひざをつけたまま、ゆっく
りと左右に倒し、倒しづらい
方{ 反対鯏の肩が浮く、腰が
引 きつ るなど} を確a忍します。

↓

倒しづらいほうはどちらですか。右側? 左側?
□ 矯正の仕方
<右側に倒しづらい蝿合※ カッコ内は左側に倒しづらい場合>
①顔を右( 左) に向けてうつ伏せになり、ひじを90度に曲げて顔の前
におきます。
②右( 左) ひざはおへその鳥さ、左( 右) 足は伸ばしたままそれぞれひ
ざを90度に曲げます(このとき、右(左)のお尻が浮いている状態) 。

③右( 左) ひざを床から浮かし3～5秒保った後、力を抜いて落とし
ます。これを2～3呼吸おいて2～3回繰り返します。

《体育振興担当課　　3859―3422》
協 力: 生 涯学 習振 興 公社

6
月
2
1
日
(
水
)

(夏
至
)は

足
立
銭
湯
の
日

大
人
2
1
5円
、
小
学
生
6
0円
、
幼
児
無

料
で
区
内
の
銭
湯
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
先
回
衛
生
管
理
係

交
通
死
亡
事
故
急
増
中

交
通
ル
ー
ル
ーマ
ナ
ー
を
守
っ
て
事
故
防
止

昨
年
か
ら
都
内
の
交
通
嘔
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。区
内
で
は
今
年
に
入
り

5
月
1
日
現
在
、1
2
人
の
方
が
事
故
で

亡
く
な
り
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
て
2

倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。死
亡
事
故
の

う
ち
、歩
行
中
、自
転
車
乗
用
中
の
事

故
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。増
え
っ

づ
け
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
行
者
…
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。面
倒
が
っ
て
す
ぐ
近
く
に
あ

る
横
断
歩
道
を
渡
ら
な
か
っ
た
た
め

に
、事
故
に
あ
っ
た
方
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。信
号
は
必
ず
守
り
、左
右
の

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

飛
び
出
し
や
車
の
前
後
の
横
断
は
大
変

危
険
で
す
。夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
用
品
を
活

用
し
て
目
立
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

▽
自
転
車
:
自
転
車
事
故
は
交
差
点
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
見
通
し
の
悪

い
交
差
点
や
路
地
か
ら
大
通
り
に
出
る

と
き
は
、
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
左
右

の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
こ
人
乗

り
は
(
ン
ド
ル
操
作
が
不
安
定
に
な

り
、
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
危
険

で
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
自
転
車
と
並
ん

で
走
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。
周
囲

が
暗
く
な
っ
た
ら
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

け
て
目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
U
交
通
安
全
係

食
品
の
表
示
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

～
期
限
表
示
の
落
と
し
穴
～

昨
年
の
夏
休
み
に
、
市
販
食
品
を
食

べ
た
小
学
生
の
女
の
子
が
重
体
に
な
る

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
食
べ
た
物
は

「
「
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
具
」
で
、
致
死
率

の
高
い
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
食
品
は
、
賞
味
期
限
内
で

し
た
が
、
外
見
が
常
温
流
通
可
能
な
レ

ト
ル
ト
食
品
と
似
て
い
る
「
要
冷
蔵
食

品
」
で
し
た
。「
要
冷
蔵
」
と
い
ウ
表

示
を
家
族
が
見
落
と
し
て
、
夏
の
高
温

な
室
内
に
一
週
間
以
上
放
置
し
た
た

め
、
事
故
を
起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。市

販
の
包
装
食
品
は
原
則
と
し
て
、

平
成
7
年
か
ら
「
製
造
年
月
口
」
に
裃

わ
っ
て
、「
期
限
表
示
」
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
期
限
表
示
は
、
そ
の
期
間
内

な
ら
品
質
の
保
持
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
大
事
な

の
は
「
定
め
ら
れ
た
方
法
」
に
よ
り

「
未
開
封
の
状
態
」
で
保
存
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
の
商
品
に
期
限
表
示
と
併
せ
て
「
保

存
の
方
法
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
品
購
入
時
は
も
ち
ろ
ん
、家
庭
で

も
「冷
凍
」
「冷
蔵
」
「冷
暗
所
」の
K

別
表
示
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

《
保
健
所
・
食
品
衛
生
監
視
員
》
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2
1
世
紀
　
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
て

「
学
び
ピ
ア
2
1
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

2
1世
紀
の
生
涯
学
習
社
会
の

展
開
を
目
指
し
て

区
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど

皆
さ
ん
の
身
近
な
施
設
を
中
心
に
、
生

き
が
い
づ
く
り
や
学
び
あ
う
ま
ち
づ
く

り
に
重
点
を
お
い
た
学
習
施
策
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
生
涯
学
習
と
い
う
言

葉
が
浸
透
す
る
中
、
私
た
ち
の
生
活
を

と
り
ま
ぐ
環
境
は
変
化
し
続
け
、
少
子

高
齢
社
会
や
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
し

た
幾
多
の
生
活
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
応
し
た
学
習
を
推
進
し
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
よ
り
主
体
的
な
学
習
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
2
1
世
紀
に
お
け
る
区

の
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
の
中
核
施
設

と
し
て
、
生
涯
学
習
総
合
施
設
「
学
び

ビ
ア
2
1
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、中
央
図
書

館
、教
育
研
究
所
、放
送
大
学
東
京
第

三
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
が
設
置

さ
れ
、こ
れ
ら
が
相
互
に
積
極
的
な
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、皆
さ
ん
の
学

習
活
動
を
幅
広
く
支
援
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
地

域
の
施
設
と
ネ
ッ
ト
ワー
ク
を
組
む
と

と
も
に
、
学
習
機
会
や
指
導
者
・
学
習

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
生
涯
学
習
情
報

を
身

近
な
施
設
で
検
索
し
た
り
、
さ
ら

に
は

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
も
可
能

と
な
り
ま
す
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
2
1
世
紀
の

生
涯
学
習
と
「
学
び
ビ
ア
2
1
」
に
ご
期

待
ぐ

だ
さ
い
。

「
学
び
ピ
ア
2
1」の
主
な

施
設
の
紹
介

生

涯

学
習
セ

ン

タ

ー

区
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
総
合
的
に

支
え
る
拠
点
と
し
て
、生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

□
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
役
割

心
涯
学
刊
に
っ
い
て
各
閥
係
椴
閥
と

の
連
携
の
中
核
と
な
る
皿
涯
学
習
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
い
ま
す
。ま
た
、区
民
の
皆
さ
ん
か

学
腎
し
た
成
米
を
、地
城
で
活
か
す
た

め
の
具
体
的
な
文
援
を
行
う
生
涯
学
習

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
や
、学

習
成
米
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
活
か

し
た
い
方
を
支
援
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
受
け
手
と
を
つ
な
ぐ
心
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
陀
を

持
ち
ま
す
。さ
ら
に
、生
涯
学
肖
に
関

す
る
動
向
や
、多
様
化
す
る
学
習
ニー

ズ
に
対
心
し
た
新
た
な
学
刊
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
学
習
方
法
を
調
介
・
研
究
・
開
介

す
る
生
涯
学
習
開
発
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
扣
っ
て
い
き
ま
す
。

□
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
実
施
事
業

地
城
学
習

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
講
鹿
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座
な
ど
先
駆
的
な
学
習

や
、
介
護
問

題
を
は
じ
め
と
し
た
現
代

的
な
課
題
に
っ
い
て
、
皆
さ
ん
か
学
ぶ

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

□
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利
用

研
修
会
や
講
堂
な
ど
の
施
設
を
区
民

の
皆
さ
ん
に
お
貸
し
し
ま
す
(
た
だ
し
、区

や
公
社
が
事
業
の
た
め
に
利
川
す
乙

目
を
除
く
)
。ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

学
習
室
や
ビ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
(
利
川
に

あ
た
り
事
前
講
習
の
受
講
が
必
要
)
な

ど
の
個
人
で
利
川
で
き
る
施
設
も
川
さ

し
て

い
ま
す

。

内
容
=
講
堂
(
1
9
8
席
)
、研
修
室
(
5
室
)

、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
室
・
学
習

家
、ビ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
、ビ
デ
オ
編
皿

室
(
3
室
)
な
ど
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
　
使

用
料
=
▽
施
設
・
・
・
表
1
　
▽
駐
小
場
…
表

2
　

※
く
わ
し
く
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で

お
川

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

表1　生涯学習センター使用料

※ 使用時間には、凖備および後片づけの時間を含むものとする

表2　駐車場使用料

中

央

図

書

館

か
ね
て
か
ら
開
館
準
備
を
進
め
て
き

た
中
央
図
書
館
が
、
規
模
・
サ
ー
ビ
ス

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
い
よ
い
よ
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
中
央
図
書

館
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
1

階

▲

▽
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

利
川
者
の
方
か
最
新
の
情
報
を
人
手

で
き
る
よ
う
に
、
新
聞
2
1
紙
、
雑
心
3
8
0

佃
類
に
允
実
し
ま
し
た
。
雑
誌
コ
ー
ナ

ー
は
書
架
を
低
く
し
、
手
に
と
り
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

▽
C
D
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

C
D
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
、

ビ
デ
オ
は
教
介
川
ビ
デ
オ
を
川
意
し
て

い
ま
す
。
専
用
席
で
聴
け
ま
す
。

▼
2

階

▲

▽
一
般
書
フ
ロ
ア

美
術
・
ス
ポー
ツ
お
よ
び
文
学
・
小

説
な
ど
の
分
野
を
災
め
ま
し
た
。

▽
新
刊
・
特

集
コ
ー
ナ
ー

新
刋
コ
ー
ナ
ー
と
、そ
の
と
き
ど
き

の
テ
ー
マ
を
持
つ
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
川

意
し
ま
し
た
。

▽
ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

中
高
校
生
以
上
の
ヤ
ン
グ
削
を
対
取

と
し
た
コ
ー
ナ
ー
、
読
書
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と

、
そ
こ
で
の
交
流
や
心
会
い
の

場
と
な
る
自
山
な
広
叫
で
す

。

▽
C
D
―
R
O
M
コ
ー
ナ
ー

区
内
図
書
館
で
は
初
め
て
、辞
典
類

な
ど
が
見
ら
れ
る
C
D
―
R
O
M
(
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
読
み
出
し
専
用
C
D

で
、文
字
・
音
声
・
映
像
な
ど
膨
人
な

資
料
が
お
録
さ
れ
て
い
る
)
閥
覧
川
を

設
置
し
ま
し
た

。

▽
生
活
・
家
政
コ
ー
ナ
ー

日
常
生
活
に
役
立
つ
料
理
や
育
児
、

趣
味
の
手
芸
や
旅
行
ガ
イ
ド
な
ど
、
多

数
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

▽
外
国
語
図
書
コ
ー
ナ
ー

英
語
、韓
凶
諸
、巾
凶
語
の
一
般
書
、

児
童
書
を
中
心
に
、橡
々
な
言
語
の
絵

本
を
収
襲
し
ま
し
た
。

▽
地
図
コ

ー
ナ
ー

住
宅
地
閥
を
は
じ
め
、
2
万
5
千
分

の
1
、
5
万
分
の
1
地
形
図
、
2
0
万
分

の
1
地
勿
図
、
活
断
層
閥
な
ど
全
国
の

地
図
を
収
集
し
ま
し
た
。

▽
児
童
フ
ロ
ア

星
空
を
再
現
し
た
夢
の
あ
る
お
話
の

部
屋
で
は
、
お
は
な
し
会
や
映
画
会
を

町
い
ま
す
。
森
か
げ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
く
つ
ろ
い
で
絵
本
を
見

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
親
子
で
安
心
し
て
本
に
親
し

め
る
よ
う
に
授
乳
室
も
あ
り
ま
す
。

児
童
専
用
の
読
書
席
で
、
調
べ
も
の

や
読
ぶ
が
ゆ
っ
た
り
と
で
き
ま
す
。

▲ 芸 術・ 文 学コ ーナ ー( 2 階)

▽ 森かげコーナー( 2階)

▼
3

階

▲

▽
一
般
書
フ
ロ
ア

法
律
、
教
青
、
科
学
や
産
業
な
ど
の

分
野
の
本
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
ま
し

た
。

▽
読
書
相
談
コ
ー
ナ
ー

多
種
多
様
な
資
料
要
求
に
こ
た
え
る

た
め
、
参
考
資
科
を
尤
実
す
る
と
と
も

に
、
読
書
相
談
や
資
料
検
索
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

▽
大
活

字
本
コ
ー
ナ
ー

小
さ
な
活
乍
か
読
み
に
く
い
方
に
、

人
き
な
活
字
の
図
占
を
充
実
し
ま
す
。

▲
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
と
、独
立
し

た
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、目
の
不
自
由
な
方
に
、閥
吟

の
朗
読
サ
ー
ビ
ス
や
録
跨
図
書
の
郵
送

貸
し
出
し
な
ど
を
充
実
し
ま
す

。

問
先
=
中
央
図
占
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

教

育

研

究

所

竹
の
塚
の
教
育
研
究
所
か
ら
機
能
の
一

部
を
移
転
し
ま
し
た

。

教
職
員
の
研
修
、教
町
扮
報
の
収

集
・
捉
供
、学
校
へ
の
実
践
的
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
や
中
央
図
書
館
、放

送
人
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
の
も

つ
機
能
と
辿
挑
し
な
が
ら
教
育
施
策
の
一

体
的
な
推
進
を
図
り
ま
す

。

施
策
向
や
機
施
向
な
ど
、様
々
な
活

泪
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「足
立
の

教
育
」を
総
介
的
に
推
進
し
て
い
さ
ま

す

。

教
育
に
関
す
る
各
和
相
談
事
業
は
左

必
の
既
存
施
設
で
祐
っ
て
い
ま
す
。

▽
教
育
研
究
所
(

竹
の
塚
)

各
種
調
介
・
研
究
事
業
も
実
施

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

▽
教
育
相
談
綾
瀬
分
室
(
綾
細
プ
ル
ミ
エ

内
)
　
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

▽
教
育
相
談
鹿
浜
分
室
(
北
鹿
浜
小
学

校
内
)
　
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

問
先
=
教
育
研
究
所
研
修
係

(
5
8
1
3
)
3
7
5
2

荒
川
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

荒
川
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
当
館

の
4
肝
、
荒
川
か
ら
の
玄
関
口
に
あ
り

ま
す
。
小
さ
な
コ
ー
ナ
ー
で
す
か
、各

種
展
示
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
か
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
解

説
委
員
か
常
駐
し
て
荒
川
の
自

然
や
歴

史
、
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
区

や
建
設

省
の
事
業
、区
民
の
活
動
な
ど
、荒
川

に
閠
す
る
様
々
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、区
民
と
一
緒
に
よ
り
良
い
荒

川
を
つ
く
り
、
楽
し
く
利
川
す
る
た
め

の
拠
点
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。

放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
人
学
と
は
、
生
涯
学
肖
を
幅
広

く
進
め
る
た
め
文
部
省
を
中
心
に
昭
和
6
0

年
に
川
校
し
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規

の
人
学
で
す
。
誰
で
も
学
歴
を
問
わ
ず
書
類
選
考

だ
け
で
人
学
か
吋
能
で
す
。

学
生
は
現
在
、
全
国
で
約
7
万
5
千
人
。

高
校
の
新
卒
者
、
社
余
人
や
主
婦
な
ど
、

様
々
な
年
代
の
人
が
、
教
蓖
学
部
の
3

コ
ー
ス
(
生
沃
科
学
、産
業
・
社
会
、

人
文
・
自
然
)
で
学
ん
で
い
ま
す
。ご
入

学
は
1

月
と
1
0川

の
年
2

川
で
す

。

現
在
総
瀬
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
送

人
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、川

月
に
こ
の
施
設
に
律
転
し
ま
す
。こ
こ

で
は
面
接
授
業
(
ス
タ
ー
リ
ン
グ
)
や
、

学
習
卜
の
相
談
に
教
員
が
直
接
答
え
る

学
習
相
談
、図
書
の
閲
覧
・
貸
し
川
し
、

見
逃
し
た
講
義
の
ビ
デ
オ
の
肖
視
聴
が

可
能
で
す
。ま
た
、サ
ー
ク
ル
珊
動
も

柚
発
で
、
学
生
ど
う
し
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

広
場
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

問
先
=
放
送
人
学
東
京
第
三
学
肖
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

「学びピア21 」に関する

お問い合わせは

生涯学習センター

5813- 3730

衆

議

院

議

員

選

挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
　
6
月
2
5
日
(
日
)
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時お問い合わせは
選挙管理委員会
事務局へ
3880- 5111㈹

足
立
区
は
2
つ
の
選
挙
区

に
分
か
れ
ま
す

小
選
挙
区
は
人
卜
に
比
例
し
で
区
割

り
を
し
て
い
る
た
め
、足
立
区
は
2
つ

の
選
挙
区
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
す
。図
1

の
よ
う
に
、補
助
1
0
0
号
線
(
尾
竹
梹

姐
り
)
・
環
状
7
号
線
・
収
射
1
1
号
線
(
尾

久
橋
通
り
)
等
を
境
と
し
て
、内

側
郎
分
は
北
区
と
と
も
に
「東
京
都
第

1
2
区
」と
な
り
、足
立
区
の
そ
れ
以
外

の
区
域
は
叭
独
で
「東
衣
冊
第
1
3
区
」

と
な
り
ま
す
。1
2
区
と
1
3
区
と
で
は
小

選
挙
区
の
候

補
者
が
咒
な
り
ま

す
の

で

、
ご
自
分
の
選
挙
区
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

図1　選挙区

東京都第12区( 北区と合区)

入谷町、入谷一～九丁目、羂―～三丁目、貝

野- ・二丁目、小台- ・二丁目、加賀一・二丁目、

江北- ～七丁目、古手谷本町一丁目{ 14番18～

20号j , 古手谷本町二丁目{ 17番11～15号、

25#4～11号、25蓄18号} 、古孑谷本町Ξ T

目( 5番～~5号、6番1～~s号、9番1～~a号、

10番～~27号廴皿沼～~三丁目、鹿浜～~

八丁目、新田～~三丁目、植一一二丁目、舎人

一~六丁目、舎人公園、舎人町、西新井栄町

三丁目、西蓊井本町一～五丁目、堀之内- ・

二 丁 目 、宮 城- ・二T 目 、本 木- ・二 丁 目 、本

木 柬・西・南・北 町 、谷 在家 二・三 丁 目

東京都第13 区

足立区で、
東京都第12区に
属さない区域

投
票
は
全
部
で
3
回
行
い

ま
す

投
票
は
、小
選
挙
区
選
挙
、比
例
代

衣
送
挙
、最
高
裁
判
所
裁
刊
竹
の
国
民

審
介
の
順
に
令
部
で
3

川
行

い
ま
す

。

□
投
票
方
法

▽
小
選
挙
区
選
挙…
候
補
者
個
人
の
氏

乞
を
ぶ
入

▽
比
例
代
表
選
挙
・
・
・
政
党
等
を
記
人

▽
国
民
審
査
…
投
票
用
紙
に
裁
判
官
の

氏
名
か
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、や

め
さ
せ
た
い
裁
判
官
が
い
る
場
介
は
、

氏
名
の
上
欄
に
×
印
を
記
人

不
在
者
投
票
場
所
を
一
部

変
更
し
ま
す

千
住
庁
舎
(
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
・
千
住
区
民
嘔
務
所
・
千
住
福
祉
事

務
所
の
統
合
庁
舎
)
の
開
設
に
什
い
、

こ
れ
ま
で
千
寿
小
学
校
で
行
っ
て
い
た
不
在

者
投
票
の
受
け
付
け
を
、図
2
の
千
住

庁
舎
に
裁
史
し
ま
す
。千
寿
小
学

杖
で
は
、不
在
者
投
い
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、区
役

所
お
よ
び
教
介
研
究
所
は
変
更
が
あ
り

ま
せ
ん
。受
付
時
間
等
は
、表
3
の
と

お
り
で
す
。

図2　千住庁舎不在者投票案内図

※ 旧日光街道側からご利用ください

表3　 不在者投票受付期間等

※ いずれも投票時間は午前8時30分～午後8時

投票所が一時変更になる
地域があります

次の地域にお住まいの方は、今回の選挙では投

票所が一時変更になります。

梅島一丁目、梅田七・八丁目にお住まいの方… 梅

島小学校体育館( 第29投票所) の解体工事( 8

月終了予定) に伴い、今回の選挙の投票所を梅島

小学校仮設校舎( 図3) に一時変更します。

図3　 梅島小学校仮設校舎案内図

栗原一・二丁目、島根三・四丁目にお住まいの

方… 島根小学校( 第51投票所) の改築工事に伴い、工

亊が終了( 14年3月予定) するまでの間、ギャ

ラクシティ( 図4) に一時変更します。

図4　 ギャラクシティ案内図

竹
ノ
塚
駅
周
辺
の
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

区
で
は
、駅
川
辺
心
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
巾
放
置
禁
出
区
城
に
指
足

し
、指
定
禁
止
区
域
の
放
置
自
転
申
を

撤
去
し
て
自
転
叭
移
送
所
に
保
管
し
て

い
ま
す
。自
転
申
を
引
き
収
る
と
き
は
、

撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。ま
た
撤
去
筏
2
ヵ
月
を
過

ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
、竹
ノ
峨
駅
川
辺
は
歩
道
上
の

放
置
自
転
車
か
多
く
、ま
た
ス
ー
パ
ー

や
銀
行
、
避
技
鳩
利
用
者
の
自
転
巾
か

心
路
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
駅
川
辺
で

の
買
い
物
な
ど
に
は
、
で
き
る
だ
け
歩

い
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
自
転
巾
の

場

合
は
、
必
ず
自
転
小
置
き
場
を
利
川

し
ま
し
ょ
う
。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
放
置
自
転
小
を

な
く
す
た
め
、
啓
発
指
導
員
を
区
内
主
要

駅
に
配
置
し
、
放
岬
自
転
咀
を
な
く

す
た
め
の
啓
允
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
放
置
自
転
車
移
送
先
=
竹
の
塚

移
送
所
(
東
伊
興
3
―
1
8
-
7
、
足
立
清
掃
工
場

沿
い
東
武
式
線
高
架
下
)
　
問

先
=
自
転
車
係

竹の塚周辺の駐輪場

● 区営駐車場

● 民営駐車場

竹ノ塚駅周辺自転車放置禁止区域

学校

アル

バ

ム

青 井 小 学 校
青井3- 12- 2

【
稲
穂
の
中
に
青
井
の
校
章
】

稲
穂
が
な
ぴ
く
地
城
だ
っ
た
青
井
を

校
嗔
に
小
し
、
2
8
年
前
、
青
井
小
学
咬

は
剛
立
し
ま
し
た
。

今
、
学
校
の
近
く
は
、
常
磐
新
籾
の

駅
や
広
い
道
路
か
で
き
る
予
定
で
、
人

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
城
の
み
な
ら
ず
、
学
校
も
変
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
を
知
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
町
会
・
自
治
余
に
お
願
い
し

川
覧
板
や
掲
示
板
で
「
学
校
だ
よ
り
」

を
読
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す

1
月
に
は
、
区
の
研
究
奨
励
松
と
し

て
体
育
科
の
研
究
発
人
介
を
行
い
、
保
健

と
体
育
の
授
業
を
公
川
し
ま
し
た
。

足
立
区
内
外
の
教
が
関
係
の
方
ヤ
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
の
方
々
、
地
城
の
方

々
に
も
人
勢
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
課
題
を
も
ち
、
課
題
を
解
決
す
る
方

法
を
寿
え
、
学
び
合
い
励
ま
し
含
い

な
が
ら
迎
助
し
た
り
圃
べ
た
り
す
る
学

習
を
兒
て
い
た
だ
き
ま
し
た

□
森
上
民
子
校
長
か
ら

本
年
度
は
、
地
域
の
な
々
に
道
蝕
の

授
叉
を
公
川
し
た
り
、
運
動
会
や
展
覧
会

は
も
ち
ろ
ん
、
授
槧
参
奴
日
な
ど
多

く
の
機
会
に
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
と
家
庭

と
地
峨
か
ひ
と
つ
に
な
っ
て
子
ど

も
を
育
て
る
教
介
を
進
め
た
い
と
心
っ

て
い
ま
す
。 ●

研
究
発
表
会
で
は
保
健

(
上
)
と
体
育
(
下
)
の
授
業

を
公
開
し
大
き
な
成
果

青 井 中 学 校
青井4- 19- 1

【
地
域
に
響
け
!
大
地
讃
頌
の
歌
声
】

青
井
中
学
校
は
塀
や
フ
ェ
ン
ス
が
無

く
、
サ
ザ
ン
カ
や
サ
ツ
キ
な
ど
の
生
け
垣

で
川
わ
れ
、
六
つ
も
の
門
が
あ
る
学

校
で
す
。

当
校
の
伝
統
は
、
青
友
祭
(
文
化
祭
)

で
歌
う
「
人
地
讃
頌
」
。
毎
年
の
三
年
生
全
員

に
よ
る
合
唱
曲
で
、
地
公
の
名

物
と
も
な
り
て
お
り
、
保
護
h
癶
の
み
な

ら
そ
そ
ず
竿
求
生
や
地
城
の
万
も
人
勢
聴
き

に
求
ら
れ
あ
と
か
余
に
は
、
学

城
内
の
小
学
校
六
生
や
近
く
の
足
立

あ
か
し
あ
園
の
方
々
も
招
待
し
ま
す
。

ま
た
、
あ
か
し
あ
園
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
も
、
多
く
の
生
徒
が
地
城
の

万
々
と
と
も
に
お
伝
い
し
ま
す
。
地
区
青

少
年
間
凶
協
議
公
の
運
動
介
な
と

に
手
伝
い
を
す
る
部
活
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
心
か
ら
「
学
校
参
観
週
間
」

を
設
七
し
、
一
週
間
ど
の
時
間
帯

で
も
参
観
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

□
中
村
史
傳
校
長
か
ら

1
9
7
3
年
の
開
校
以
求
、
P
T
A

や
地
城
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
学
校
で

す
。
部
活
動
の
活
躍
も
目
比
し
く
、
女
子

駅
阮
は
都
人
介
で
も
上
位
人
町
し
ま

す
。
運
動
会
や
占
友
祭
は
各
ク
ラ
ス
が
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
の
「
大
地
讃
頌
」

を
合
唱

緑
に
囲
ま
れ
た
校
地
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や
め

る
手
統
ぎ
は
自
動
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

表
I
に
該
当
す
る
方
は
、1
4日
以
内
に

届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

必
要
書
類
や
f
続
き
場
所
に
つ
い
て
は

嘔
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
n
資
格
賦
課
係

表1　 手続きが必要なとき

F※ 」は国保加入者のみ対象

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
失
っ
た
方
は

お
早
め
に
保
険
証
の
返
却
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
会
社
就
職
な
ど
に
よ
り
国
保
の
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
、
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
資
格
の
な
く
な
っ
た
保
険
証
を
使

い
保
険
診
療
の
給
付
を
受
け
る
と
、
後

日
。区
が
負
担
し
た
7
割
相
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
に
も
、

資
格
喪
失
届
と
保
険
証
の
返
還
予
続
き

を
、
す
み
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
U
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

12年度国民年金の年金額
基礎年金額は11年度と同額になりまし

た( 表2) 。　問先=国民年金課給付係

表2　12 年度年金額

郷
土
博
物
館

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
4
作
業
の
た
め
、平
常

の
休
館
H
6
月
1
9
H
丱
の
ほ
か
、6
月

2
0
日
出
が
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

問
先
l
郷
t
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
6
月
1
2日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育

就
学
相
談

1
3年
4
月
に
小
学
校
入
学
'
r定
で
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
に
っ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
日
時
n

毎
週
月
曜
日
り
金
峨
日
(
祝
日
を
除
ぐ
)
、

午
前
9
時～
午
後
5
時
申
込―
電
話

鳩
・
申
・
問
先
u
教
介
研
究
所
教
育
相

談
係
　
　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

足
立
区
奨
学
生
募
集

1
3
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(
採
川
候
袖
者
)
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
n
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
・
=
区
内
に
引
き
続
き
1
1
年
以
h

居
住
し
て
い
る
ノ
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
で
同
種
の
学
資
金
を
ほ
か

か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
/
都
内
ま
た

は
通
学
叮
能
な
近
県
に
所
在
す
る
大

学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の
専
門

課
程
お
よ
び
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ

る
修
業
年
限
3
年
以
上
の
高
等
課
程
)

に
入
学
を
I
r
疋
し
て
い
る
(
在
学
中
も

。
苣
。
学
采
成
績
が
良
好
な
方
募
集

予
定
人
員
と
貰
付
額―
衣
3
申
込
u

K
包
中
学
3
年
生
は
各
中
学
校
。
そ
の

他
の
方
は
学
務
課
助
成
係
期
限
n
6

月
3
0
日
間
先
u
学
務
課
助
成
係

表3　 募集予定人員と13年度貸付額

生
活
環
境

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め
2
0
0
0

」

た
だ
い
ま
配
布
中

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
買
い
た
い
、
資

源
川
収
に
協
力
し
た
い
、
川
収
さ
れ
た

資
源
は
ど
う
な
る
の
か
知
り
た
い
、
そ

ん
な
あ
な
た
の
了
サ
イ
ク
ル
の
こ
と

も
っ
と
知
り
た
と

に
お
こ
た
え
す
る

の
が
、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
す
す
め
2
0
0
0

」
で
す
。
ぜ
ひ
。度
f
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
―
各
ぼ

民
事
務
所
・
セ
ン
タ
ー
な
ど

問
先
n

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で
出
入

口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
に
住

居
費

。り(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な

い
と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た

め
、
住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
。
棟
匕
げ
・
基
礎
工
事
が

終
了
し
た
ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建

築
確
認
書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)
を

ご
用
意
の
う
え
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で

も
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
変

わ
っ
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先
―
戸
籍
住
民
譚
住
居
表
示

東
京
都
有
料
ご
み
処
理
券
の

7
月
以
降
の
取
り
扱
い

4
月
か
ら
戦
人
ご
み
や
亊
業
系
の
ご

み
は
区
噂
用
の
ご
み
処
理
券
を
張
っ
て

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。
3
月
ま
で
に
販
売
し
て
い
た
惠
京

都
有
料
ご
み
処
理
券
の
使
用
期
限
は
6

月
末
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
使
い
切
れ

な
い
分
に
つ
い
て
は
、
使
川
期
限
延
長

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
延
長

申
出
期
間
1
7
月
1
日
～
3
1
日
延
長

期
限
u
1
2
月
末
日
表
一
不
万
法
u
ご
み

処
理
券
に
期
限
延
長
ス
タ
ン
プ
を
押
印

受
付
場
所
n
清
掃
課
・
足
立
東
清
掃
事

務
所
お
よ
び
足
立
西
清
掃
事
務
所
問

先
u
清
掃
課

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

日
よ
け
・
看
板
の
突
き
出
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど

に
よ
り
、
せ
っ
か
く
の
適
路
の
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
令
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
次
の
場
合
、
通
行
の
支
障

に
な
ら
ず
、
'
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も

の
に
限
り
道
路
管
理
者
(
K
な
ど
)
や

交
通
竹
理
者
(
欝
察
)
の
許
叮
を
受
け

て
占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。

▽
H
よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
・
設
置
ま

た
は
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
叮
を

受
け
て
い
な
い
も
の

▽
建
築
1
:
事
の
と
き
の
足
場
・
仮
囲
い

な
ど

□
自
費
工
事
施
行
承
認
が
必
要

駐
車
場
な
ど
に
車
を
乗
り
入
れ
る
た

め
の
L
型
溝
や
歩
道
の
切
り
下
げ
、
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
撤
去
な
ど
の
工
事
を
す
る

と
き
は
必
ず
事
前
に
相
談
し
、
区
の
承

認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
道
路

占
用
許
可
申
請
書
・
自
費
工
事
施
行
承

認
申
硝
書
用
紙
は
、
道
路
管
理
課
に
あ

り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
―
道
路
管
理
課

登
録
調
査
員
の
募
集

国
勢
調
食
お
よ
び
各
種
統
計
調
査
の

実
施
に
伴
い
、
統
計
係
に
登
録
を
し
て

く
だ
さ
る
登
録
調
査
貝
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
1
2
0歳
以
上

申
・
問
先
―
統
計
係

フ
ロ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
オ
ゾ
ン
刈
保
護
の
た
め
、
フ

ロ
ン
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ン

は
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、
そ
の
縞
果
有

害
紫
外
線
が
増
え
、
皮
膚
ガ
ン
や
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
、
自
動
車
を

廃
乗
す
る
と
き
は
、
引
き
取
り
先
に
必

ず
フ
ロ
ン
回
収
を
し
て
か
ら
処
分
す
る

よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

区
内
で
フ
ロ
ン
回
収
を
し
て
い
る
廃

樂
物
処
理
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫

▽
都
清
掃
㈱

(
3
6
0
6
)
0
1
3
5

▽
東
栄
興
業
㈱(

3
8
9
7
)
8
6
0
6

▽
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

□
冷
蔵
庫
の
み

▽
㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

問
先
U
環
境
課

「
丸
の
内
二
丁
目
1
街
区
ビ
ル
建
設
事
業
」の

見
解
書
の
公
示
・
縦
覧
と
説
明
会
に
つ
い
て

束
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、6
月
1
4日
に
見
解
書
が
公

示
さ
れ
、次
の
と
お
り
縦
覧
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
見
解
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ
る
都

民
の
方
は
。
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
縦
覧

期
間
U
6
月
1
4
日
～
7
月
3
日
、午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
場
所
I
▽

縦
覧
・
:
区
・
環
境
課
/
都
・
環
境
影

響
評
価
審
査
課
/
都
・
多
摩
環
境
保
全

事
椨
所
▽
見
解
書
間
覧
…
中
央
図
書

館
/
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

問

先
U
環
境
課

□
意
見
書
の
提
出

意
見
書
記
入
用
件
n
住
所
(
都
外
在
住

で
都
内
在
勤
・
在
学
の
方
は
そ
の
旨
を

明
記
)
、
氏
名
、
対
象
事
項
の
名
称
、

意
見

期
限
u
7
月
1
3口
消
印
有
効

意
見
書
提
出
・
問
先
―
都
・
環
境
影
響

評
価
審
査
課

〒
1
6
3・8
0
0
1

新

袍
区
西
新
宿
2
-
8
1
1

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0
(

直
通
)

□
見
解
書
の
内
容
説
明
会

日
時
u
6
月
2
6
日
剛
、午
後
6
畤
～
8

時

間
先
Q
明
治
生
命
館
街
区
再
開
発

グ
ル
ー
プ

(
3
2
8
3
)
8
5
2
6

㈹

掲
示
板

□
就
職
差
別
解
消
促
進
月
間
(
6
月
)

月
間
事
業
u
マ
講
演
と
映
両
の
集
い
'
:

日
時
n
6
月
1
5
日
内
午
後
1
時～
4

時
場
所
u
東
京
郵
便
貯
金
ホ
ー
ル

定
員
u
千
知
人
申
込
―
当
口
直
接
会

場
ヘ
マ
人
権
問
題
啓
発
映
画
会
・
・
・
日

時
1
6
月
2
2
日
出
、午
後
2
時
I
4
時

場
所
u
江
戸
東
京
博
物
館
定
員
n

1
5
0人(

先
着
順
)

申
込
l

闌
塁
只
都

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

(
3
8
7
6
)
5
3
7
2

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
n
無
料
問
先
u
都
-
総
務
局
人

権
部
　
(
5
3
8
8
)
2
5
9
4

□
応
急
手
当
講
習
会
日
時
u
6
月
1
7

日
・
7
月
1
5
日
・
8
月
1
9
日
・
9
月
1
6

日
い
ず
れ
も
上
曜
日
、午
前
9
時
～
E

午
対
象
n
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

定
員
H
3
0
人
(
先
着
順
)
申
込
u
電

話
場
・
申
先
u
足
立
消
防
署
綾
瀬
出

張
所
　
　
(
3
8
8
0
)
0
1
1
9

問
先
n
足
立
消
防
署
救
急
係

(
3
8
5
9
)
0
1
-
9

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

先
U
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

=
出
店
者
募
集
=

▲
7
月
2
日
㈲
諏
訪
木
西
公
園
午

前
9
時
～
午
後
3
時
雨
天
時
7
月
9

日
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
ま

た
は
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
区
画
数
を
明
記
(
6
月
2
5日

必
着
)
/
〒
迴
・
0
8
6
4

鹿
浜
7
j
1
-
4

ア
イ
ラ
ン
ド

寺
嶋

(
5
6
9
1
)
0
0
8
3

▼
7
月
2
日
㈲
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
奈

兩
天
時
7
月
1
6日
/
5
0区
画
/
出
店
料

千
円
/
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
ノ
山
崎

(
3
8
5
3
)
9
3
9
2



2000 年( 平成12 年) 6 月10 日 あ だ ち 広 報 第1274号( 7)

区
内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

1
-
1
般
環
境
人
気
中
お
よ
び
土
壌
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
。区
と
祁

が
H

年
度
に
鯛
介
し
た
結
米
は
衣
4

の

と
お
り
で
す
。
大
気
と
上
壌
は
い
ず
れ

も
環
境
基
準
を
ド
回
る
数
値
で
し
た
が
、

水
質
は
環
境
基
準
を
超
え
て

い
る
地
点

が
あ
り
ま
し
た

。ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、

家
庭
か
ら
川
る
ご
み
や
廃
棄
物
の
焼
却

で
も
発
生
し
ま
す
。
ご
家
庭
も
嘔
業
者

の
方
も
、
ご
み
の
減
量
に
努
め
る
と
と

も
に
、
燃
や
さ
ず
に
分
別
し
て
適
切
な

方
法
で
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
l
環
境
課
調
介
批
肖

表4　ダイオキシン類調査結果

※卩g=1 兆分の1 グラム
*TEQ= 毒性等讎。ダイオキシン穎の中で1 番罵性が強い8. 3. 7. 8 一四堋化ジベンソパ
ラジオキシンの毒性を1 としたときの相対的な雙に換算して表わします

催
し
物
ガ
イ
ド

学
び
ピ
ア
2
1
に
行
こ
う

施

設

見

学

会

日
時
―
▽
団
体
コ
ー
ス
ー
:
7
月
1
9
H

團
、
2
6
日
Ⅲ
マ
個
人
コ
ー
ス
・
:
7
月

2
1
日
洳
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
3
0
分
(
予
定
)
　
コ
ー
ス
n
集
合

場
所
(
団
体
は
希
望
場
所
、個
人
は
区

役
所
)
～
K
役
所
見
学
(
議
場
・
防
災

セ
ン
タ
ー
・
介
護
保
険
課
に
よ
る
説
明

会
な
ど
)
～
あ
だ
ち
再
生
館
～
学
び
ピ

ア
2
1～
集
合
場
所
(
解
散
)

対
象
u
K

民

定
員
―
各
日
2
3人
(
抽
選
)

※
団

体
は
1
5人
以
上
、
個
人
は
3
人
ま
で

費
用
u
無
料

申
込
u
往
復
(
ガ
キ
に

希
望
H
(

第
2
希
望
ま
で
可
)
、
参
加

者
全
員
(
団
体
は
代
表
者
の
み
)
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
施

設
見
学
会
」
と
明
記

期
限
U
7
月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
U
広
報
係
　
〒
1
2
0

・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

消
費
者
講
座

「
炭
パ
ワ
ー
の
魅
力
」

脱
臭
や
除
湿
を
し
た
り
、
水
や
ご
飯

を
お
い
し
く
し
た
り
、
美
容
に
も
役
立

つ
炭
・
木
酢
液
。
そ
の
効
川
と
利
川
に

つ
い
て
、
炭
焼
き
の
方
法
か
ら
お
教
え

し
ま
す
。
日
時
n
6
月
2
3
日
㈲
午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
場
所
u
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア

対
象
―
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

講
師
―
杉
浦
銀
治
氏
(

国
際
炭
や
き
協
力
会
理
嘔
)

定
員
n
7
0

人
(
先
着
順
)
　
費
用
n
無
料

申

・
問
先
n
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

志
賀
高
原
ふ
れ
あ
い
交
流

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
!
(

友
好
都
市
山
ノ
内
町
)

区
内
在
住
・
在
勤
の
独
身
女
性
の
皆

さ
ん
、
友
好
都
市
山
ノ
内
町
(
志
賀
高

愿

を
訪
れ
地
元
青
年
た
ち
と
交
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
涼
風
、
小
鳥
の
歌
声

の
中
で
の
散
策
、
志
賀
の
大
自
然
を
地

元
青
年
が
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
鳥
冷

地
(
志
賀
高
原
)
と
し
て
肚
界
的
に
有

名
な
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
を
鑑
賞
し

た
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
各
種

ゲ
ー
ム
、
志
賀
の
山
ろ
く
で
育
つ
た
か

わ
い
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
体
験
も

行
い
ま
す
。

期
間
n
7
月
2
2日
巾
・
2
3

日
賄

対
象
u
K
内
在
住
・
在
勤
の

独
身
女
性

定
員
n
1
0人
(
先
着
順
)

費
用
n
マ
宿
泊
費
・
:無
料

▽
交
通
費

・
:実
費

申
込
u
巾
込
仲
ま
た
は
(
ガ

キ
に
郵
便
番
ひ

、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
―
を
明
記
の
上
、
長
野
県

ド
高
井
郡
山
ノ
内
町
大
字
罕
穏
3
3
5
2
1
1

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
郵
送

期
限
1
7
月
5
H
必
着

問
先
―
国
際
交
流
誄
ま
た
は
山
ノ
内
町

総
務
課
都
巾
提
携
係

0
2
6
9
(
3
3
)
3
1
1
1
㈹

第
1
0回
あ
た
ち
こ
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舞
台
演
技
出
演
団
体
募
集

ホ
ー
ル
部
門
の
出
演
剛
体
を
募
集
し

ま
す
。
子
ど
も
の
団
体
は
も
ち
ろ
ん
大

人
の
聞
体
で
も
f
ど
も
対
象
の
内
容
で

あ
れ
ば
歓
迎
で
す
。

日
時
1
9
月
1
7

日
耶

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
U
楽
器
演
奏

ノ
児
章
劇
ノ
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

申
込
U

電
話

問
先
U
少
年
育
成
係

第
2
2回

足
立
の
花
火
大
会

日
時
n
8
月
2
4日
啝
、
午
後
7
時
1
5分
I
8

時
4
5分
(
打
h
開
始
7
時
3
0分
)

※
荒
犬
の
場
合
は
2
5日
に
順
延
。
昨
年

よ
り
1
ヵ
月
遅
い
日
程
に
な
っ
て
い
ま

す
。

場
所
n
荒
川
河
川
蚊
(
千
住
新

橋
廴
内
新
井
橋
間
)

□
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
で

き
ま
せ
ん

過
去
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
よ

る
沈
没
事
故
や
衝
突
に
よ
る
乗
貝
の
転

熬
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
讐
察
か
ら
の

厳
し
い
指
導
も
あ
り
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
で
の
観
覧
を
禁
齔
し
て
い
ま
す
。

□
屋
形
船
で
の
観
覧
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す
(
有
料
)

屋
形
船
の
船
t
ま
た
は
関
係
者
の
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
所
定
の
巾
し
込
み
用

紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

期
限
n
7

月
3
1日

申
・
問
先
n
観
光
協
会
嘔

務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

夏
花
品
評
会

K
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏
菊
な

ど
約
1
5
0点
を
展
示
し
ま
す

。
ま
た
、
展

示
品
の
低
廉
販
尤
も
行
い
ま
す

。

□
展
示
会

日
時
n
6
月
1
5
H
Ⅲ
、午
後
1
時
～
5

時
y
1
6
H
ぼ
、午
前
8
時
3
0
分
～
午
後

5
時
場
所
u
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

※
1
5
日
乍
後
1
時
か
ら
先
着
加
人
に
切

り
花
を
配
布
し
ま
す
(
午
後
0
時
3
0
分

か
ら
整
理
券
配
布
-
f
定
)

□
展
示
品
の
販
売

日
時
u
1
7
日
剛
、午
前
1
0
時
～
(
午
前

9
時
3
0
分
よ
り
整
理
券
配
布
予
-
`
。1

人
1

点
の
み
)

場
所
u
K

役
所
正
面
広

場
奥

問
先
l
a

産
係

参
加
者
募
集

「
ち
び
っ
子
野
菜
収
穫

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

日
時
n
7
月
2
2日
出
、
午
前
9
時
砂
分
(

雨
天
決
行
)

集
合
場
所
―
東
栗
原

小
学
校

対
象
u
K
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
親
内
容
u
梃
子
で
ク
イ
ズ
を

し
な
が
ら
農
家
の
畑
を
川
り
、野
菜

(
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ナ
ス
、小
松
菜
な
ど
)

を
収
穫
※
弁
当
、水
筒
、軍
手
、レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
持
参
定
員
u
6
0
組

(
抽
選
)
費
用
I
I
人
沺
円
申
込
n

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、親
子
の
氏
名
・

年
齢
、電
話
番
・
り
、
「ち
び
っ
子
野
菜

収
穫
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
希
望
」と

明
記
{
返
信
用
に
も
住
所
、氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
}
期
限
u
7
月
3

日
必
着

申
・
問
先
a
農
産
係

〒
圀

・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

知
的
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
家
族
は
、
日
常
生
活
の
中
の
様
々
な

場
面
で
の
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
ん
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
講
座
終
r

後
は
、
火
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

日
程
等
u
表
5

対
象
n
高

校
生
以
L
の
方

定
員
u
4
0人
(
先
着

順
)

費
用
n
無
科

申
込
n
電
話
　

期
限
u
6
月
2
0日

申
・
問
先
―
生
涯

学
刊
課
社
会
敦
育
担
当

表5　 ボランティア講座日程

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

の
催
し

□
実
践
カ
ア
ッ
プ
講
座
「見
つ
け
よ

う
、
わ
た
し
の
活
き
る
社
会
」

「女
性
は
政
治
に
疎
い
、無
関
心
だ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。政
治
や
社
会
の

働
き
を
自
分
の
視
点
で
捉
え
、女
性
が

活
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、実
践

的
な
力
を
つ
け
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

日
程
等
―
表
6
対
象
u
関
心
の
あ
る

女
性
講
師
―
辻
智
子
氏
草
稲
川
人

学
講
師
)
ほ
か
定
員
n
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料
申
込
u
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
参
加
の
動

機
、
電
話
番
り
を
明
記

※
保
育
を
希

望
す
る
方
は
お
子
さ
ん
の
名
前
、性
別
、

生
年
月
日
を
記
人

期
限
n
6
月
2
0日
(

保
育
は
1
6凵
)
必
着

□
あ
だ
ち
女
性
起
業
家
支
援
塾

「い
っ
か
は
自
分
の
店
や
会
社
を
持

っ
て
こ
と
夢
見
て
い
た
り
、
「も
っ

と
う
ま
く
事
業
を
進
め
た
い
」そ
ん
な

思
い
を
持
っ
て
い
る
方
を
応
援
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
男
性
の
参
加
も

可
能
で
す
。
日
時
n
7
月
8
日
巾
・

9
日
丱
、
午
前
1
0
時
I
T
後
5
時
対

象
n
K
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
い
I
・

自
分
の
特
技
な
ど
を
活
か
し
て
以
内
で

起
業
を
考
え
て
い
る
方
-
t
参
や
や
り

た
い
こ
と
は
あ
る
が
ど
う
す
れ
ば
良
い

か
わ
か
ら
な
い
方
丿
具
体
的
な
目
標

は
な
い
が
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
方
内
容
n
マ
8
凵
・
:
起
業
体
験

談
交
流
会

'起
楽
家
の
落
と
し
穴

企
菜
融
資
制
度
の
活
川
方
法
ノ
事
業
を

始
め
る
と
き
の
不
動
産
知
識
な
ど
▽

9
H
・
・
・
起
業
体
験
談
交
旻
ヤ
嘔
梟

計
画
耆
な
ど
定
員
u
3
0
人
(
抽
選
)

費
用
H
7
1
円
申
込
I
(
ガ
キ
に
仕

所
、
氏
名
、
年
齢
'
話
萱
り
お
よ
び

フ
ァ
ク
ス
番
‥
。
り
、
参
加
の
動
機
、
「
支

援
塾
希
望
」
と
明
記
期
限
u
6
月
2
6

日
必
着

―
―
い
ず
れ
も―
―

場
・
申
・
問
先
u
〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅

Ⅲ
7
1
3
3
1
1

女
性
総
介
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表6　 実践カアップ講座日程等

※ いずれも時間は、午後6時45分～8畤45分

花だより
泰山木

花や葉が大きいことを賞賛した名で、「泰山
木」「人山木」または花の形をさかずきに見立て、
「大盞木」とも書きます。
モクレン科で高さ10m位の木です。日を上に

すると、つやのある大きな葉の間からまっ白な
大きな花が見られます。 倅段は鳥い所にあるた
め無理でしたが、この枝を頂いて、初めて芳香
をかぐことが山来ました。

絵と文: 矢萩和子さん( 鹿浜五丁目)

区
政
情
報
室
資
料
コ
ー
ナ
ー

貸
し
出
し
・
閲
覧
を
お
休
み
し
ま
す

区
政
情
報
室
は
、
所
蔵
資
料
の
デ
ー

タ
を
修
正
す
る
た
め
、
次
の
期
問
資
料

コ
ー
ナ
ー
の
利
用
を
休
正
し
ま
す
。
な

お
、
有
償
刊
行
物
の
販
売
は
従
来
ど
お

り
行
い
ま
す
。
期
間
n
6
月
2
6
日
～

3
0日

間
先
l
区
政
情
轍
室



2000 年( 平 成12 年) 6 月10 日あ だ ち 広 報第1274号 ( 8)

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す

―
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
た
め
に
―

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
た
め
の
児
童
・
生
徒
の
「
生

き
る
力
」
や
「
豊
か
な
心
」
を
育
て
、
地
域
性
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
や
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
解

決
す
べ
き
問
題
へ
の
対
応
は
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。
学
校
・
。家
庭
・
地
域
が
連
携
す
る
し
く
み
と
し

て
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
一
を
進
め
ま
す
。

生
き
る
力
と
は

区
で
は
、
児
童
・
生
徒
自
ら
が
課
題

を
発
見
し
、
自
ら
考
え
、
よ
り
よ
く
解

決
で
き
る
能
力
、
命
の
尊
さ
、
他
人
を

思
い
や
る
心
や
笑
し
さ
に
感
動
す
る
心

な
ど
の
a
か
な
人
問
性
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
と
と
も

に
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
愛
着
を
持

ち
な
が
ら
次
の
就
代
に
受
け
継
ぐ
使
命

感
な
ど
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

そ
の
し
く
み
は

□
3
つ
の
柱

①
学
校
の
オ
ー
プ
ン
化
:
‘
学
校
の
教
育

内
容
や
運
営
方
針

、
現
在
抱
え
て
い
る

課
題
な
ど
を
秘
極
的
に
お
知
ら
せ
し

、

助

訝
を
受
け
ま
す

。

②
地
域
の
学
校
化
…
地
城
が
学
校
を
攴

え
て
い
く
し
く
み
と
し
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し

て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
体
験
的
な
学
習

な
ど
地
域
と
の
交
流
授
采
な
ど
に
っ
い

て
の
助
一
、。‥
や
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
。

③
地
域
参
画
と
学
校
評
価
・
=
学
校
の
オ

ー
プ
ン
化
や
地
城
の
学
校
化
を
進
め
る

巾
で
、
学
校
運
営
へ
地
域
が
積
極
的
に

参
画
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

教
介
活
動
の
成
米
や
啓

‘‥
す
べ
き
点
な

ど
、
地
域
に
よ
る
学
校
評
価
を
と
お
し

て
、
教
青
活
動
の
充
火
・
改
葭
に
努
め

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
試
み
か
ら
地
域
と

の
信
頼
関
係
を
鳥
め
て
い
き
ま
す
。

□
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
の
設

置
学
校
へ
の
支
援
や
助
。。‥
な
ど
協
議
を

行
う
場
と
し
て
、
各
学
校
ご
と
に
保
護

考
や
健
全
育
成
に
か
か
わ
る
方
々
と
校

長
・
教
頭
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
を
設

置
し
ま
す
(

関
1

参
れ
)
。

□
学
校
評
価
の
実
施

協
議
会
が
学
校
に
対
し
、
教
育
活
動

の
成
米
や
改
浮
す
べ
き
点
な
ど
様
々
な

視
点
か
ら
評
価
を
行
い
、
教
青
活
動
の

。
層
の
充
実
・
改
善
を
倒
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
学
校
が
努
力
す
る
こ
と
、
家

庭
や
地
域
が
分
担
で
き
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

□
授
業
診
断
の
実
施

今
ま
で
以
L

に
、
こ
れ
か
ら
は

。
人

ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
基

礎
・
基
本
の
習
得
や
生
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
児
帝
・
生
徒

が
授
業
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
何
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
か
な
ど
、
教
師
が

児
嗔
・
生
徒
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、
授
袰
の
改
稗
や
生
活
指
導
の

充
実
を
㈲
る
と

い
う
授
業
診
断
を
行
い

ま
す
。

計
画

は

1
2年
度
は
、
小
・
中
学
校
5
校
を
モ

デ
ル
校
と
し
て
指
定
し
実
施
し
ま
す
。
1
3

年
度
か
ら
は
3
年
計
画
で
全
校
で
実

施
す
る
'
r定
で
す
。

□
1
2
年
度
モ
デ
ル
校

▽
小
学
校
…
亀
Ⅲ
小
学
校
、五
反
野
小

学
校

▽
中
学
校
・
:
第
一
中
学
校
、第
六
中
学

校
、第
十
二
中
学
校

お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
改
革
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

図1
開かれた学校づくり
協議会機能展開図

スケッチ あだち
このコー ナーではまちの情報・話題を

お待ちしています。
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巨大な「のぼり」が
83 年ぶりに復活へ

5
U
7

囗
、1

仕
四
丿
囗
の
氷
川
神

社
で
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
の
ぽ
り

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
氏
f

ら
約
5
0人
が

染
ま
り
ま
し
た

。
こ
の
囗
は
、
今
年
9

月
の
人
祭
で
人
卍
6

年
以
淞
8
3
年
ぶ
り

に
の
ぼ
り
を
夕
て
る
の
に
向
け
て
、
支

え
と
な
る
ヒ
台
を
組
み
冫
て
、1

法
を

図
っ
た
り
し
ま
し
た

。

木
綿
の
の
ぽ
り
4
枚
の
う
ち
2
枚
は

穴
暦
2
年

〒
7
5
2

年
)
の
も
の
。5

年
前
の
人
な
で
も
披
。琳
さ
れ
ま
し
た

が
、
杉
で
で
き
た
札
の
長
さ
が
6
、7

階
建
マ
ン
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
約
2
2
m

と
あ
ま
り
に
卜
人
な
の
で
、
そ
の
と
き

は
横
に
寝
か
せ
た
ま
ま
で
し
た
。

9
月
に
は
、
境
内
に
2
組
が
叭
て
ら

れ
ま
す
。

▲
土
台
の
組
み
立
て
も
大
掛
か
り
。

で
き
上
が
る
と
大
き
な
歓
声
が

▲
の
ぼ
り
の
長
さ
は
約
1
5
m

大輪のシャクヤクが咲きました
～大門自然プチテラス～

西
傑
木
問
の
人
門
プ
チ
テ
ラ
ス

は
、自
然
の
姿
を
残
し
て
い
る
場
所
。5

月
の
節
句
の
こ
ろ
か
ら
、
シ
ャ
ク

ヤ
ク
が
心
径
1
5
mを
超
え
る
人
輪
の

花
を
つ
ぎ
っ
ぎ
に
咲
か
せ
ま
し
た
。

花
川
は
短
く
、
。週
間
ほ
ど
。
ま
た

来
年
が
楽
し
み
な
場
所
で
す
。▲「立 てばシャクヤク」と例えられる よ

うに、美しく華 やかな花を咲かせまし た

ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

K
は
、4
月
に
北
f
仕
駅
川
辺
を
「足
l
区
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
条
例
」に
雌
づ
く
笂
化
推
進
地
城
に
指

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、5
月
1
2
卜
、北
F
仕
駅
頭
で
、地

域
の
方
々
や
、区
職
員
ら
1
1
6
人
に
よ
る
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
携
帯
用
吸
い
殼
人
れ
な
ど
を
配
り
な
が

ら
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
駅
川
辺
の
歩
道

な
ど
の
清
掃
も
行
い
ま
し

た
。皆

さ
ん
、
ポ
イ
捨
て
の
な

い
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
目
桁

し
ま
し
ょ
う
。

▲ みんなの力できれいなまちに

ボランティアまつり開催
5
月
1
3口
'
X
役
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
卜

は
、
巾
い
す
体
験
や
、
点
字
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

卜
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

▲ 車いすに乗つてる方も押す方も、
ちょっとした段差が怖いことを体験

▲
エ
プ
ロ
ン
劇
場
「あ
か
ず
き
ん
」
。

手
作
り
エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
て
楽
し
い

お
話
(
手
話
通
訳
つ
き
)

「先輩に学ぶ」
チェリストが母校で演奏

5
月
2
日
第
九
中
学
校
で
、
同
校
川

身
回
目楽
^
・
佐
藤
輝
人
さ
ん
を
棚
い

て
凵楽
の
っ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
し
‥楽
会
は
、「
先
輩
に
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
総
介
学
習
丿
業
の

。

環
。
最
初
に
講
演
が
打
わ
れ
、
佐
藤
さ

ん
の
yい豪
と
の
出
会
い
や
、
九
中
で
の

思
い
出
な
ど
が
謡
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
、
佐
藤
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
独
奏
を
は

じ
め
名
曲
の
数
々
が
演
奏
さ
れ
、
生
徒

た
ち
は
そ
の
笑
し
い
a
色
に
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
吹
奏
楽
部
と
の
校
歌
の
介
奏

が
あ
り
、
佐
a
さ
ん
か
ら
「
夢
を
は
ぐ

く
ん
で
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

後
碓
で
あ
る
生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

▲ 東京ユニバーサル・
フィルハーモニー管弦
楽団長の佐藤さん

▲ 熱心に聞き入る生徒たち

五反野小にこいのぼりが泳いだ
nj 2111～5月5日の間、五反野小学

校PTA ・卒業生・地元町会・教職l i よ

り寄附された30本のこいのぽりが、校舎

屋上から校廰を槇切って泳ぎました

休憩時間にfともたちは、8mの大き

なまごいから・cmの小さなこいのFを元

気に遊びまわり、近所の方々も見学に訪

れていました。「これから毎年上げていき

たい」との畠岡校長の話でした。

古 紙配合率70% 再生紙を使 用し てい ます
R. S　236, 000


